
あなたなら、どの“すてき”を勧める？

#n
ナ イ ス ア ツ ギ

iceatsugiで
一緒に魅力を拡散

　一人一人が発信者となって厚木の魅
力を市内外に伝えるため、市内企業の社
員や大学生でつくる「地方創生推進プロ
ジェクト」が考案したハッシュタグ（※）。
SNSで投稿する時に、「#niceatsugi」
と付けて使います。
※「#（半角のシャープ）」を付けて使うSNS利
用者共通の検索ワード。同じ話題を投稿してい
る人同士で情報共有でき、検索した人に投稿を
見つけてもらいやすくなる。

index

❷ 進むコミュニティー交通の検証
❸ 商業支援でまちを元気に
❹―❺ �特集 �

みんなで支える子育て
❻―❽ 街の話題/コラム/お知らせ

　
「
厚
木
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は
？
」
と

聞
か
れ
た
ら
、
ど
ん
な
光
景
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
？
豊
か
な
自
然
や
お
い
し
い
食

べ
物
、
大
切
な
人
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
思

い
出
の
場
所
─
。
厚
木
の
す
て
き
な
景

色
は
、
き
っ
と
誰
も
が
心
の
中
に
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の

「
ナ
イ
ス
な
あ
つ
ぎ
」
を
み
ん
な
で
共
有

す
る
た
め
、
２
０
１
９
年
に
作
っ
た
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ「
#
n
i
c
e
a
t
s
u
g
i

」

（
左
欄
参
照
）。
１
年
で
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
投
稿
件
数
が
１
万

件
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

　
3
月
、
厚
木
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人

に
届
け
る
た
め
、皆
さ
ん
が「
#

 

n

 

i

 
c
 e 

a
t
s
u
g
i

」を
付
け
た
投
稿
を
フ
ォ

ト
ブ
ッ
ク
に
ま
と
め
ま
す
。
そ
れ
に
先
が

け
、
２
月
に
は
写
真
展
も
開
催
。
少
子
高

齢
化
な
ど
で
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
、
い
つ
ま
で
も
た
く
さ
ん
の
人
に
選
ば

れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
一
緒
に

厚
木
の
魅
力
を
発
信
し
ま
せ
ん
か
。

問
企
画
政
策
課
☎
225
‒
２
４
５
０

皆さんが投稿した
「#niceatsugi」の写真が、
フォトブック・展示に！

■フォトブック
　観光協会や市内ホテル・旅
館などに置き、厚木の魅力発
信につなげます。
■展示
《期間》2月9日～3月2日
《場所》アミューあつぎ

《投稿期限》12月7日

と
は
？

ナイスあつぎ 検索詳しくは

11/1〜CATVで放送
あつぎ 元気Wave
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高
齢
化
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
通
り
車
の
運

転
や
外
出
を
で
き
な
い
人
が
増
え
る
中
、
日

常
生
活
で
の
移
動
手
段
の
確
保
は
全
国
共
通

の
課
題
で
す
。
市
内
で
も
、
既
存
の
路
線
バ

ス
の
他
に
、
地
域
内
で
の
交
通
の
充
実
を
求

め
る
声
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。市
で
は
、

高
齢
者
の
多
い
同
地
区
で
、２
０
１
８
年
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
通
の
試
験
運
行
を
開
始
。�

地
域
の
皆
さ
ん
と
必
要
性
や
継
続
性
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
継
続
運
行
を
決
め
ま
し
た
。

試
験
運
行
で
必
要
性
を
確
認

　

19
年
の
試
験
で
は
、
同
地
区
で
16
週
間
、

週
３
回
１
日
６
便
、
８
人
が
乗
車
で
き
る
車

両
を
運
行
し
ま
し
た
。
18
年
は
無
償
だ
っ
た

運
賃
を
１
０
０
円
と
し
、
ル
ー
ト
や
時
間
を

需
要
の
多
い
買
い
物
を
重
視
し
た
運
行
に
変

え
、
利
用
状
況
を
比
較
。
１
便
当
た
り
の
利

用
者
数
が
50
％
ほ
ど
減
っ
た
も
の
の
、
一
定

の
需
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
週

１
回
ほ
ど
利
用
し
て
い
た
橋
本
ヤ
オ
子
さ
ん

（
81
）
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
で
気
軽
に

利
用
で
き
て
便
利
。
乗
り
合
わ
せ
た
方
と
の

世
間
話
も
楽
し
く
、
外
出
が
楽
し
み
に
な
っ

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
運
行
で
は
便
数

を
減
ら
す
よ
う
調
整
。
周
辺
住
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で「
遠
慮
し
て
し
ま
っ
た
」「
運
行
を

知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
っ
た
た

め
、改
め
て
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、

定
着
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
運
行

　

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
通
は
、
導
入
を

目
指
す
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
運

行
す
る
仕
組
み
で
す
（
左
欄
参
照
）。
同
地

区
で
は
、運
行
ル
ー
ト
の
検
討
や
広
報
活
動
、

車
両
へ
の
添
乗
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
担

当
。
実
情
に
合
っ
た
運
行
と
な
る
よ
う
、
市

と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
運
行
を
支

援
し
た
中
山
喜
美
子
さ
ん
（
70
）
は
「
高
齢

に
な
り
、将
来
に
不
安
を
抱
え
る
人
は
多
い
。

早
い
う
ち
か
ら
考
え
て
、
効
率
的
で
末
永
い

仕
組
み
に
し
た
い
」と
将
来
を
見
据
え
ま
す
。

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
に
は
、

気
軽
に
外
出
で
き
る
環
境
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
市
で
は
、
神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

の
バ
ス
割
引
乗
車
券
「
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
」

の
購
入
費
助
成
や
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

な
ど
で
高
齢
者
の
外
出
を
後
押
し
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
地
域
で
の
新
た
な
交
通
手
段

の
検
討
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
活
の
足
の
確
保
は
、
定
住
促
進
に
も
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
年
を
重
ね
て
も
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
協
働
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
☎
225‒

２
３
５
７

進
む 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
交
通
の
検
証

来
年
か
ら
一
部
地
域
で
運
行
を
開
始

　

市
で
は
、
買
い
物
や
通
院
で
移
動
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
方
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
交
通
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１
８・19
年
に
期
間
限
定
で
試
験
的
に
運
行
し
た
「
ま
つ
か
げ
台・

み
は
る
野
」「
鳶
尾
」
の
２
カ
所
で
は
、
定
着
に
向
け
来
年
１
月
か
ら
３
年
間
の
継
続
運
行
を
始
め
ま
す
。

Zoom Up

地域住民が添乗して運行をサポート

評価結果 対象事業
現行どおり 観光プロモーション事業補助金

要改善

放置自転車対策事業費
不法投棄防止対策事業費
観光資源体験事業費
観光情報発信事業費
観光プロモーション事業費

　学識経験者や市民
の皆さんが市の事業
を評価する外部評価
の結果がまとまりま
した。本年度、評価
を実施したのは 6 事
業。結果に基づき、
事業の改善を進めて
いきます。

住民による地域のための交通を
　コミュニティー交通の運行
には、予算や人手が掛かりま
す。地域全体がそのことをき
ちんと理解した上で、本当に
必要なサービスかじっくりと
検証し、適切な支援が行き届
く仕組みをつくることが大切
だと思います。導入するからには、利用者が運行
に合わせて生活スタイルを変えてみるなど、新た
なサービスに寄り添う工夫も必要です。全ては自
分たちの将来のため。引き続き、市と連携しなが
ら地域に合った移動手段を考えていきたいです。

　市では毎年、将来のまちの方向性を定
めた総合計画「あつぎ元気プラン」の進

しん

捗
ちょく

を検証するため、施策評価を実施して
います。今回は30施策のうち、15施策が

「順調」、10施策が「おおむね順調」、５
施策が「やや遅れ」と評価されました。

問企画政策課☎225-2455

☞今回のポイント
□�新型コロナウイルスが13施策の進捗に
影響

□総合得点は22施策で低下
□�満足度は37項目中24項目で上昇。特に
高かったのは、「資源とごみの分別の
取組」「公園など緑豊かな生活環境の
整備」「環境美化の推進」

問行政経営課☎225-2160
※拡大・縮小・廃止と評価された事業はなし

市民参加型外部評価の結果

コミュニティー交通の導入の流れ

詳しくは 厚木市　外部評価結果 検索 詳しくは 厚木市　施策評価結果 検索

5事業が
要改善

施策評価の結果８割が「おおむね順調」以上

施策評価って何？
　市民の皆さんに市の事業などへの満
足度を聞く「市民満足度調査」の結果
や、保育施設への入所率、ごみの資源
化率といった各施策の目標に対する達
成率を点数化。進捗を４段階で評価し
ます。

市民満足度調査の結果

施策評価の結果

順調
15施策
50％

やや満足
51.7％

あまり満足でない
8.9％

　満足でない
3.1％　

分からない
16.8％

無回答
3.8％

満足
15.7％

おおむね順調
　 10施策
　 33.3％

やや遅れ
　５施策
　16.7％

※遅延とされた施策はなし

市の取り組み全般に対する総合満足度

コミュニティカフェ荻野
中山喜美子 さん（70）

導入を目指す
地域が市と協
働で運行計画
などを作成

交通の専門家
らでつくる市
地域公共交通
会議が承認

市が支援し、
市民協働で運
行を検証



150以上の飲食店で使える

約800店舗で一斉にお得なサービスがスタート

３ 2020（令和２）年11月１日

　

市
内
企
業
を
対
象
に
６
月
末
に
実
施
し
た

景
気
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
き
っ
か
け
に
全
業
種
で

景
況
が
悪
化
し
ま
し
た
。
特
に
飲
食
業
は
最

も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
地
域
経
済
回
復
に

向
け
た
商
業
の
支
援
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

約
３
億
７
千
万
円
を
支
援
策
に

　

市
で
は
約
３
億
７
千
万
円
の
補
正
予
算
を

組
み
、
三
つ
の
事
業
を
始
め
ま
し
た
（
左
欄

参
照
）。一
つ
目
は
、市
内
で
１
万
円
以
上
買

い
物
を
す
る
と
２
千
円
が
戻
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
事
業
。
市
内
で
の
消
費
を
促
す
と
同

時
に
、
家
計
も
支
え
る
取
り
組
み
で
す
。
応

募
総
数
は
上
限
の
５
万
件
を
超
え
、
合
計
５

億
円
以
上
の
経
済
効
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、商
業
店
舗
応
援
補
助
金
で
す
。

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
や
特
典
な
ど
、
再
来
店
を

促
す
取
り
組
み
を
す
る
店
舗
に
10
万
円
を
交

付
。
11
月
13
日
か
ら
は
、
補
助
金
を
交
付
し

た
約
８
０
０
店
舗
で
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
一
斉
に
始
め
ま
す
（
下
欄
参
照
）。
中
町

で
飲
食
店
を
営
む
谷
川
敏
弘
さ
ん
（
31
）
は

「
２
月
に
開
店
し
た
も
の
の
３
月
か
ら
キ
ャ

ン
セ
ル
が
増
え
、
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。
補

助
金
を
活
用
し
て
お
客
さ
ん
に
還
元
で
き
る

の
は
う
れ
し
い
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
盛
り

上
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

電
子
商
品
券
で
飲
食
業
を
支
援

　

三
つ
目
は
、
感
染
症
で
最
も
大
き
な
影
響

を
受
け
た
飲
食
店
を
支
援
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
電
子
商
品
券
。
市
内
１
５
０
以
上
の
飲

食
店
で
使
え
る
５
千
円
分
の
商
品
券
を
、
３

千
円
で
購
入
で
き
ま
す
。
合
計
５
万
セ
ッ
ト

を
抽
選
で
販
売
し
、
11
月
１
日
か
ら
申
し
込

み
を
開
始（
下
欄
参
照
）。購
入
は
一
人
２
セ
ッ

ト
ま
で
で
、
来
年
１
月
末
ま
で
使
え
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
電
子
ス
タ
ン
プ
を
使
っ

て
簡
単
に
決
済
で
き
、
現
金
の
や
り
と
り
が

な
い
た
め
感
染
リ
ス
ク
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。

感
染
対
策
と
に
ぎ
わ
い
を
両
立

　

席
の
間
隔
の
確
保
や
消
毒
な
ど
、
感
染
対

策
を
県
の
感
染
防
止
対
策
取
組
書
に
登
録
し

た
店
舗
に
は
の
ぼ
り
旗
を
配
布
（
下
欄
参

照
）。
入
店
前
に
確
認
す
る
こ
と
で
、
安
心

し
て
お
店
を
利
用
で
き
ま
す
。
市
で
は
今
後

も
感
染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
商
業
を
支
援

し
、ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

問
商
業
に
ぎ
わ
い
課
☎
２２５-

２
８
４
０

商業支援でまちを元気に
まちににぎわいを取り戻す

　コロナ禍で大きな打撃を受けた商業を支援するため、市独自の対策として
キャッシュバック事業や補助金の交付を実施してきました。11月からはプレミ
アム付き電子商品券の抽選申し込みを開始し、今後も商業店舗を支援します。

Zoom Up

電子商品券はテークアウトでも利用できる

コロナに
負けない！ 商業支援の取り組み

生活応援キャッシュバック事業終了

申専用HPから申し込み（クレ
ジットカード決済のみ）。抽選結
果は11月20日にEメールで通知

11月9日の7時に、吹鳴試験のため
市内全域でサイレンを鳴らします

例》次回来店時に１ドリンク
サービス、次回来店時に使え
るクーポン券を配布など

県の感染防止対策取
組書に登録したお店
にはのぼり旗を掲示▶

飲食店応援電子商品券

11月1日～抽選申し込み受付開始（下欄参照）

受け付け中

　市内の飲食店で使えるプレミアム付き電子商品券を販
売。申し込みから決済まで全てスマートフォンで手続き
が完了。

　期間中は、消防本部や消防署、消防団が、立入検査や消
防車での巡回を実施します。

　火事から命を守る火災報知器は定期的な点検と交換が必
要です。この機会に点検しましょう。

　警報器にほこりがつくと煙や熱を感知しにくくなるため、
定期的に清掃・点検し、10年を目安に交換しましょう。

！音が鳴らなければ電池切れもしくは故障の可能性があります

❶ボタンを押す、またはひもを引く
　（メーカーにより異なる）
❷�正常に動作していれば「ビービー
ビー火事です」などと音が鳴る

　市内の商業店舗で1万円以上買い物をした方に2000円
をキャッシュバック。9月に募集し、5万人に還元。

プレミアム付き電子商品券
申し込み開始

にぎわいカムバックキャンペーン

使用可能店舗ステッカー

申し込み期間　11月１～15日　

実施期間　11月13～23日

　プレミアム付きのお得な商品
券の申し込みが始まります。

　補助金を交付した店舗でお得なキャンペー
ンを実施します。この機会に市内での買い物
を楽しんでみませんか。

《対象》市内在住在勤在学の方
《販売額》5000円分を3000円で販売
《販売数》5万セット（1人2セットまで）
《使用期間》�12月1日～1月31日

詳細▼

実施店▼

《キャンペーン内容》
再来店を促すサービス

お店の感染対策を
見える化

　　秋の火災予防運動

　　　　　住宅用火災警報器の点検を

11月9～15日

スローガン「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」

「いざ」という
時のために

問予防課　☎223-9371

点検方法ボタンを
押す

ひもを
引く

商業店舗応援補助金交付店舗決定

11月13日～交付店舗約800
店で、次回来店時にお得な
サービスが受けられるキャ
ンペーンを実施（下欄参照）

　再来店を促す取り
組みをする市内の商
業店舗に10万円の補
助金を交付。



お菓子を食べたり一日の出来事を話したりして過ごす母親たちとの会話も弾み、笑顔が絶えない

「これはなあに？」と会話を交えながら一緒に絵本を楽しむ広田さん 幼稚園が終わり、駆け寄る翔くんを迎える鈴木さん夫婦

　地域の子育てに関わるにはいろいろな方法があります。生活のリズムに
合わせて、自分にできる関わり方を見つけてみませんか。

❶子育てアドバイザーへ

❷ファミサポ提供会員へ

❸地区子育てサロンボランティアへ

❹日常の中でできることへ

　市内では、約600人以上の方が子育て支援の活動に携わっています。
皆さんがどのように活動をしているのか紹介します。

　「子育て支援」と聞くと、ボランティア
やサークル活動を想像するかもしれませ
ん。でも、地域全体で親子を温かく見守
る空気をつくることも、大切な支援です。
子育て中のお母さん・お父さんは忙しく、
時間や心に余裕がないことがよくありま
す。そんな時にほっとできるような声掛け
や気遣いが、地域に広がっていくと良い
と思います。

できることから始めませんか

どんな支援の方法がある？

　
「
翔
く
ん
、お
か
え
り
。
今
日
は
何
が

楽
し
か
っ
た
？
」「
塗
り
絵
！
」。
夕
方

16
時
30
分
、
幼
稚
園
の
駐
車
場
。
鈴
木

義
孝
さ
ん（
77
・
長
谷
）は
、
駆
け
寄
っ

て
き
た
男
の
子
を
車
へ
迎
え
入
れ
て
い

ま
し
た
。
義
孝
さ
ん
は
７
年
前
か
ら
、

フ
ァ
ミ
サ
ポ
提
供
会
員
と
し
て
妻
の
幸

子
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
育
児
を
手

伝
っ
て
い
ま
す
。

　

義
孝
さ
ん
が
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
活
動
を

始
め
た
の
は
、
70
歳
の
時
。
民
生
委
員

と
し
て
活
動
し
て
い
た
際
、
一
人
親
の

家
庭
な
ど
と
接
す
る
機
会
が
増
え
、
自

分
も
何
か
力
に
な
れ
な
い
か
と
考
え
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
今
は
時
間
や

条
件
が
合
う
二
つ
の
家
庭
を
、
幼
稚
園

の
送
迎
や
１
時
間
程
度
の
預
か
り
な
ど

で
支
援
し
て
い
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
に
送

迎
と
預
か
り
を
依
頼
し
て
い
る
胡こ

光こ
う

華か

さ
ん（
36
・
長
谷
）は
「
鈴
木
さ
ん
の

家
か
ら
帰
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
『
僕

の
好
き
な
お
菓
子
を
く
れ
た
よ
』『
こ
た

つ
が
暖
か
か
っ
た
ん
だ
』な
ど
楽
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
る
。私
も
安
心
し
て
預
け

ら
れ
、助
か
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

自
身
の
息
子
た
ち
が
幼
い
頃
は
仕
事

が
忙
し
く
、
思
う
よ
う
に
子
ど
も
と
の

時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
義
孝
さ
ん
。
定

　
「
こ
の
生
き
物
は
何
か
な
」「
カ
エ
ル

だ
！
」。
大
好
き
な
生
き
物
を
見
て
、う

れ
し
そ
う
に
駆
け
寄
る
女
の
子
。
絵
本

を
読
む
広
田
由
美
さ
ん（
56
・
恩
名
）

も
、
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
こ

の
日
、
市
内
の
児
童
館
で
は
、
感
染
症

の
影
響
で
お
よ
そ
半
年
振
り
と
な
っ
た

読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　

広
田
さ
ん
は
18
年
前
、
子
ど
も
が

通
っ
て
い
た
幼
稚
園
で
読
み
聞
か
せ
に

出
会
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
サ
ー
ク
ル

へ
参
加
し
ま
し
た
。
絵
本
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
た
り
、
お
母
さ
ん

同
士
で
話
が
で
き
た
り
す
る
の
が
う
れ

し
く
て
、
読
み
聞
か
せ
の
活
動
は
生
活

に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
長
男
が
成
人
し
た
今
も
、
当
時

の
メ
ン
バ
ー
で
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上

げ
、
小
学
校
や
児
童
館
で
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
広
田
さ
ん
は
「
何
か
を
し

て
あ
げ
よ
う
と
気
負
わ
ず
、
自
分
が
一

番
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
ん
な
に
長

く
続
け
ら
れ
て
い
る
の
か
な
」
と
ほ
ほ

笑
み
ま
す
。

　

今
で
は
地
域
に
溶
け
込
み
、
読
み
聞

か
せ
の
依
頼
で
引
っ
張
り
だ
こ
の
広
田

さ
ん
で
す
が
、
元
々
は
九
州
の
出
身
。

年
後
は
、
そ
の
時
間
を
取
り
戻
す
よ
う

に
孫
た
ち
を
か
わ
い
が
り
ま
し
た
。
孫

が
成
長
し
て
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が

減
っ
た
今
、
義
孝
さ
ん
は
「
預
か
っ
て

い
る
子
を
迎
え
に
行
っ
た
時
、『
じ
い

じ
！
』
と
駆
け
寄
っ
て
き
て
く
れ
る
と

本
当
に
う
れ
し
い
」
と
照
れ
臭
そ
う
に

目
尻
を
下
げ
ま
す
。「
愛
情
を
持
っ
て
誠

実
に
接
し
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
も
自
然

に
心
を
開
い
て
く
れ
る
み
た
い
」。預
か

り
を
終
え
た
子
も
、
道
で
会
う
と
笑
顔

で
手
を
振
っ
て
く
れ
た
り
、
庭
で
採
れ

た
野
菜
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
と
、

温
か
い
縁
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

共
働
き
の
夫
婦
が
増
え
、
多
く
の
家

庭
が
仕
事
に
育
児
に
と
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中「『
本
当
に

助
か
っ
た
』
と
感
謝
さ
れ
る
と
、
で
き

る
範
囲
で
続
け
よ
う
と
思
う
」
と
口
を

そ
ろ
え
る
鈴
木
さ
ん
夫
妻
。
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
を
楽
し
み
な

が
ら
、
地
域
の
子
育
て
を
支
え
て
い
き

ま
す
。

結
婚
を
機
に
厚
木
へ
越
し
て
き
た
た

め
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
頃

は
知
り
合
い
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。「
お
し
ゃ
べ
り
好
き
な
の
で
近
所

の
お
母
さ
ん
た
ち
と
は
す
ぐ
に
仲
良
く

な
れ
た
け
れ
ど
、
初
め
は
や
っ
ぱ
り
不

安
だ
っ
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

児
童
館
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と

き
は
、
同
じ
よ
う
に
子
育
て
で
不
安
を

抱
え
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
を
つ

く
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
率
先
し

て
子
育
て
の
悩
み
や
相
談
を
聞
く
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
の

催
し
に
参
加
し
た
神
野
か
お
り
さ
ん

（
38
・
温
水
）は
「
子
ど
も
の
こ
と
か
ら

何
気
な
い
こ
と
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
話
せ

て
ほ
っ
と
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
ゆ
く
ゆ
く
は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
気
軽
に
話
し
掛
け
て
も
ら
え
る
、
地

域
の
頼
れ
る
お
ば
ち
ゃ
ん
に
な
れ
た

ら
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
る
広
田
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
活

動
を
通
し
て
、
子
ど
も
や
親
た
ち
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

孫
と
遊
ぶ
よ
う
な
気
持
ち
で

絵
本
を
通
じ
て
広
が
る
輪

　
ァ
ミ
サ
ポ
提
供
会
員

　
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

❶子育てアドバイザー 無償

❸地区子育てサロンボランティア 無償

私はこんな活動を
しています！

❹日常の中でできること

日常の気遣いが
支援に

内　　容  子育て支援センターや児童館で、
保育士や指導員と一緒に乳幼児と触れ合う。
必要事項  会員登録、事前講習会
●ほっとタイムサポーター 有償
　� 内　　容  きょうだいの世話やおむつ交換
などの育児支援、食事や洗濯などの家事支
援。対象は産後6カ月までの乳児がいる家庭。

　 必要事項  資格要件あり
問子育て支援センター☎225-2922

内　　容  午前中に1時間程度、公民館や児童
館で民生委員などと一緒に乳幼児と触れ合
う。
問社会福祉協議会☎225-2789

❷ファミサポ提供会員� 有償
内　　容  自宅での預かりや保育施設などへ
の送迎。対象は3カ月～小学6年生。
必要事項  会員登録、事前講習会
問ファミリーサポートセンター☎225-2933

　子どもを連れた人に電車やバスで席を譲る、
困っていたら声を掛ける、近所の親子にあい
さつをするなどの心掛けも支援につながる。

子育て支援センター保育士
田口美恵子さん（63・妻田北）

　3人の子どもを育てながら、空き
時間を活用して習い事の送り迎え
をお手伝いしています。送迎の車の
中で、子どもたちが今日楽しかった
ことやテストの話などをしてくれ
て、本当に楽しいです。
　ファミサポは自分の都合に合わ
せて活動できます。気軽に参加する
人が増え支援の輪が広がっていけ
ば良いなと思っています。

自分のペースで
できる支援
ファミサポ提供会員
上市美和さん
（46・愛名）

　子育てアドバイザーの資格を
取り、ほっとタイムサポーターと
して活動しています。月に4回ほ
ど、赤ちゃんのいる家で料理や買
い物などの家事をお手伝いして
います。自分の子育て中は余裕が
なく気付けなかった子どもの成
長を、お母さん・お父さんと一緒
に見守ることができ、とてもやり
がいを感じています。

一緒に成長を
見守る喜び
子育てアドバイザー
川内春美さん
（50・寿町）

　月に1回ほど近くの公民館で子どもた
ちと触れ合い、親御さんとの会話も楽し
んでいます。活動中は「お世話をする」
という意識ではなく、「子どもと一緒に

楽しく遊ぶ」という
気持ち。自分のタイ
ミングで活動でき
るので、とても気楽
に参加できていま
す。

「お世話」ではなく
「一緒に遊ぶ」
地区子育てサロンボランティア
瀧見ひろ子さん
（71・及川）

　核家族や共働き世帯が増え、待機児童や子育て負担の増
加が全国的な課題になっている現代。まちの未来を担う子
どもを健やかに育てることは、地域の役割でもあります。
特集では、地域で子育てを支える皆さんの姿から、さまざ
まな支援の形を考えます。

問子育て支援センター☎225-2922

あなたの生活に合う関わり方は？

平日の午前中から
夕方まで時間があ
ります。自分の予定
に合わせられるなら
やってみたいです

週に数回、空いてい
る曜日や時間があ
ります。送迎ならで
きるかも？

平日の午前中に空
き時間があります。
活動日や時間は決
まってた方が動き
やすいです

仕事などで忙しく
て、なかなか空き時
間がありません。普
段の生活でできる�
ことはありますか？

子育てを
支える
人の声

フ読

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
の
一
時

預
か
り
や
幼
稚
園
へ
の
送
迎
な
ど
を

担
い
、
子
育
て
を
支
援
す
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
制
度

（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）。
共
働
き
家
庭
な
ど

が
増
え
、
子
ど
も
の
預
か
り
の
需
要

が
高
ま
る
中
、
市
内
で
は
40
人
が
提

供
会
員
と
し
て
活
動
し
、
地
域
の
子

育
て
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
親
に
と
っ
て
、
同
じ

境
遇
の
人
や
近
所
の
人
と
言
葉
を
交

わ
す
時
間
は
、
心
安
ら
ぐ
ひ
と
と
き

で
す
。
地
域
に
は
、
子
ど
も
を
連
れ

て
集
ま
れ
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
自
身
の
趣
味
や
経
験
を
生
か

し
て
、
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
を
楽

し
み
な
が
ら
、
親
の
居
場
所
を
つ
く

る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

みんなで
支える子育て

11/1〜CATVで放送
あつぎ 元気Wave

45 2020（令和２）年11月１日
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の

生
活
を
変
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
民
間

住
宅
情
報
サ
イ
ト
に
よ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
借
り
て
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
（
首

都
圏
版
）」
で
、
本
厚
木
駅
が
第
１
位
に

な
り
ま
し
た
。
都
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
や
自
然
と
都
市
と
の
調
和
に
加
え
、
市

民
協
働
で
進
め
て
い
る
住
み
や
す
い
環
境

が
評
価
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
で
あ

り
続
け
る
に
は
、
子
育
て
支
援
や
安
心
安

全
の
取
り
組
み
な
ど
に

加
え
、
ハ
ー
ド
面
の
整

備
も
大
切
で
す
。現
在
、

本
厚
木
駅
南
口
や
中
町

第
２‒

２
地
区
、
厚
木

秦
野
道
路
な
ど
の
整
備

を
実
施
。
さ
ら
に
、
森

の
里
東
・
酒
井
の
２
地

区
で
は
、
新
た
な
企
業

誘
致
に
向
け
た
土
地
区

画
整
理
事
業
が
進
ん
で

い
ま
す
。
10
月
に
は
、

２
０
２
４
年
度
の
完
成
を
目
指
す
酒
井
地

区
で
起
工
式
が
催
さ
れ
、
本
格
的
な
整
備

に
入
り
ま
し
た
。
企
業
が
進
出
す
る
こ
と

で
、
雇
用
の
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
厚
木
市
に
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た

い
」。
そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
に
す

る
た
め
に
、
私
は
全
力
で
市
政
運
営
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
厚
木
市
に

活
気
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
、
将
来
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

酒井地区の土地区画整理事業の進捗を視察

　

厚
木
市
出
身
の
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
・

永
里
優
季
さ
ん
が
10

月
に
、シ
カ
ゴ
・
レ
ッ

ド
ス
タ
ー
ズ
（
ア
メ

リ
カ
）
か
ら
厚
木
市

の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム・

は
や
ぶ
さ
イ
レ
ブ
ン

に
移
籍
し
ま
し
た
。

　

は
や
ぶ
さ
イ
レ
ブ

ン
は
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
Ｓ

Ｃ
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
が
昨
年
設
立
し
、
兄
の
源
気
さ
ん
も
所
属
。
妹
の
亜
紗

乃
さ
ん
も
８
月
に
同
ク
ラ
ブ
の
フ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
チ
ー
ム
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

　

優
季
さ
ん
は
「
男
子
と
プ
レ
ー
す
る
と
い
う
、

新
し
い
挑
戦
を
受
け
て
く
れ
た
チ
ー
ム
に
感
謝
し

て
い
る
。
海
外
で
プ
レ
ー
し
て
、
地
元
の
応
援
の

あ
り
が
た
さ
を
強
く
感
じ
て
き
た
の
で
、
大
好
き

な
厚
木
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

市
と
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
整
備
し
た

県
内
初
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

が
、
９
月
に
開
通
し
ま
し
た
。

　

厚
木
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
接
続
す
る
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
は
、着
工
か
ら
２
年
で
完
成
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ（
自

動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
）
を
搭
載
す
る
車
が
全
方
向
に
24

時
間
出
入
り
で
き
ま
す
。
依
知
地
区
や
座
間
市
方
面
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
、
物
流
の
効
率
化
に
よ
る
企
業
誘
致
の
促

進
や
交
通
渋
滞
の
解

消
、
救
急
活
動
の
時
間

短
縮
な
ど
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

開
通
に
当
た
り
小
林

市
長
は
「
10
年
前
に
計

画
が
始
ま
り
、
よ
う
や

く
開
通
で
き
た
。
今
後

は
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
核

と
し
た
経
済
活
動
が
進

む
よ
う
、
契
機
と
し
て

い
き
た
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
に
合
わ
せ
、
本
厚
木
駅

や
中
央
図
書
館
な
ど
で
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
る
「
あ
つ
ぎ
オ
レ

ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
」
を
初
め
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
に
よ
る
相
談

や
介
護
施
設
を
舞
台
に
し
た
映
画
の
上
映
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
な
ど
を
実
施
。
他
に
も
、
講
演
会
や
学
習
会

な
ど
で
情
報
交
換
を
す
る

「
認
知
症
を
抱
え
る
家
族

す
み
れ
会
」
に
よ
る
相
談

や
活
動
を
ま
と
め
た
パ
ネ

ル
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
の
岡
野
陽
子
会
長

は
「
認
知
症
の
人
が
近
く

に
い
た
ら
、
温
か
い
目
で

見
守
り
、
何
か
求
め
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
優
し
く

声
を
掛
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

山
間
部
で
事
故
や
災

害
が
発
生
し
た
際
の
救

助
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
９
月
に
市
消
防
本

部
と
川
崎
市
消
防
局
が

七
沢
地
内
で
合
同
救
助

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
近
年
増
加

す
る
登
山
者
か
ら
の
救

助
要
請
を
想
定
。
航
空

機
が
着
陸
で
き
な
い
山

間
部
で
、
空
中
に
停
止

さ
せ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

へ
要
救
助
者
を
収
容
し
、
ぼ
う
さ
い
の
丘
公
園
ま
で
搬
送
し

ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
職
員
は
「
実
際
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

使
っ
て
訓
練
で
き
る
貴
重
な
機

会
。
他
市
の
隊
員
と
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の

連
携
を
深
め
ら
れ
る
の
も
メ
リ
ッ

ト
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

元なでしこジャパンが異例の挑戦

認知症への理解を深める 山間部の事故に備えて

永里優季選手がはやぶさイレブンに移籍厚木P
パーキングエリア

AスマートICが開通

「あつぎオレンジフェスタ」を開催 川崎市と合同で山岳救助訓練を実施

参加者が認知機能測定を体験

ピト

要救助者をぼうさいの丘公園に搬送

左から亜紗乃・優季・源気選手

圏央道の交通利便性が向上

開通当日に記念式典を開催

ア ツ ギ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

　車いすラグビーＮＺ代表
チームの受け入れをサポート
する高校生を募集します。共
生社会とＮＺについて学んだ
り体験したりして、来年のパ
ラリンピックに出場するチー
ムをサポートしてみませんか。

問企画政策課☎225-2451

共生社会ホストタウン事業
「U

ユ ニ テ ィ

nity i
イン

n D
ダ イ バ ー シ テ ィ

iversity N
ニュージーランド

Z P
プ ロ グ ラ ム

rogram」の参加者募集

東京オリンピック・パラリンピック（東京五輪）に向けて、ホストタウン
となったニュージーランドとの交流事業を紹介します。

《内容》ＮZ代表選手とのオンライン交流などで「国
際交流」を体験し、ボランティアを経験して分け隔
てなく暮らせる「共生社会」を学ぶ

《期間》11月～2021年3月（全10回程度）
《対象》市内在住在学の高校生10人
《費用》無料

昨年、相川小を訪れたＮＺ代表チーム

詳しくはこちら

・ ・・ ・

申11月1〜10日に企画政策課へ。応募者多数の場合は選考。 申2051021



7 2020（令和２）11月１日

救急救命講習会

発達に関する講座など。乳幼児と
保護者10組程度。申当日直接会場
へ。問療育相談センター☎225-
2252。

公共施設最適化検討委員を募集
　公共施設の在り方や適正配置な
どを審議・検討する委員を募集し
ます。
　《対象》①市内在住在勤在学で応
募日現在18歳以上②平日昼間の会
議（年3回程度）に出席できる③他
の審議会などの委員でない④市の
議員・職員でない―の全てを満た
す方2人《任期》委嘱の日から2年
《報酬》1日7800円（交通費含む）。
申行政経営課や市HPにある申込
書を、直接または郵送、ファクス、
Eメールで11月17日（必着）までに
〒243-8511行政経営課☎225-2160・ 
薨225-3732・ 0600＠city.atsugi.
kanagawa.jpへ。

教育委員会委員の任命
　教育委員会委員
の任期満了に伴い、 
10月16日付けで宮
崎昌彦氏（62）が
任命されました。 
問教育総務課☎
225-2600。

生産緑地地区変更に伴う都市計画
変更案の縦覧と意見書の受け付け

　《期間》11月2～16日（土・日曜、
祝日を除く）《場所》都市計画課
《意見書提出》11月16日（必着）まで
に直接または郵送で〒243-8511都

市計画課☎225-2401へ。

給与支払報告書などの配布
　11月16日から給与支払報告書の
総括表や個人別明細書などを配布
します。
　《配布場所》市民税課窓口《対
象》事業所や事業主の方。問市民
税課☎225-2011。

12月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報課☎225-2043

検 索

10月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆近隣市町村は外という感覚だったが、身近に思えた／50
代男性　◆市町村の垣根を越えた交流は素晴らしい／50代
女性　◆今まで知らなかった地元の自然や魅力をたくさん
知れた／60代男性　◆地元の魅力を再発見したいと思った
／20代女性　◆コロナに負けず、近場で楽しみを見つけた
い／40代女性　◆利用者の多いLINEで情報が発信されるの
はとてもいい取り組み／40代女性　◆災害はいつ起きるか
分からないため、日頃の備えは大事だと思った／30代女性

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム（　印の番号で、ウェブ上から詳しい情
報を確認できます。「　申申」と記されたものは、申し込み可）
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

「秋の風景」
#10月7日撮影
#彼岸花
#稲架掛け
#niceatsugi
広報課公式インス
タグラムで公開中

《パブリックコメント》
■都市計画法第53条許可取扱基準
の一部改正
問都市計画課☎225-2401。
◆第2次スポーツ推進計画（案）
の策定
問スポーツ推進課☎225-2531。
　いずれも閲覧期間は11月2日～
12月2日。閲覧場所は、各担当課窓
口、市政情報コーナー、公民館、
本厚木・愛甲石田駅連絡所、保健
福祉センター、中央図書館、あつ
ぎ市民交流プラザ、市HP、（◆は
玉川・厚木野球場、東町・猿ケ島・
南毛利スポーツセンター、荻野運
動公園）《応募方法》閲覧場所にあ
る用紙で確認。
《意見交換会》
■第2期消防力整備計画（案）
　11月10日、19～20時。消防本部。
手話通訳・要約筆記あり。申電話
またはファクス、Eメールに意見
交換会名、氏名、電話番号を書き、
11月6日までに消防総務課☎223- 
9366・薨223-8251・ 6300＠city.
atsugi.kanagawa.jpへ。

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

特効！糖尿病予防の
マル秘テク講座

　12月8日、14時～15時30分。小鮎
公民館。保健師、栄養士から高血糖
の予防を学ぶ。血管年齢・骨健康
度測定も開催。市内在住の40～64
歳15人。無料。申11月2日から健康
づくり課☎225-2201へ。先着順。

睡眠力アップ基礎講座 眠れ
るココロとカラダの作り方

　12月7日、14時～15時30分。緑ケ
丘公民館。保健師から睡眠と健康
の関係や眠りの改善方法を学ぶ。
精神保健福祉士によるゲートキー
パー養成講座も開催。香り袋作り
体験あり。市内在住の40～64歳15
人。無料。申11月2日から健康づく
り課☎225-2201へ。先着順。

フードバンクの活動に協力を
　食品ロスを減らすため家庭で
余った食品を募集し、必要な家庭
に無償で提供します。
　《日時》11月18日、10～15時《会場》 
あつぎ市民交流プラザ。申当日直
接会場へ。問H

は ー と

eart3
みいよ

4☎220-5088
（10～16時）。

斎場施設見学会
　11月19日、10時30分～12時。市
斎場。施設見学と葬儀の説明。定
員30人。無料。申11月1～18日に市
斎場☎281-8595へ。先着順。

あそぼう！まなぼう！
まめの木タイム

　11月30日、11～12時。厚木南児
童館。手遊び・親子触れ合い遊び、

　市内23小学校区にある放課後児童クラブで2021年度の入所児童を
募集します。

申請は
� 郵送で

《対象》①各学区内の小学生②保護
者全員が就労（15時以降まで勤務）
や疾病などで放課後に適切な保育
ができない③保護者などが19時ま
でに迎えに来られる―の全てを満
たす児童
《費用》育成料＝月額4000円（18時
まで）、4800円（19時まで）クラブ
費＝月額3500円（おやつ代、教材
費他）

《時間》平日（学校休業日を除く）
＝放課後～19時まで。土曜、長期
休業日など＝7時30分～19時。日
曜、祝日、夏休み中の学校閉庁日、
年末年始は休所。

問こども育成課☎225-2582

　新型コロナウイルスの影
響で掲載の催しが中止とな
る場合や、利用に制限のあ
る施設があります。市HP
で随時お知らせします。

新型コロナウイルス感染症に関する県の相談窓口
帰国者・接触者
相談センター

高熱や息苦しさ、強いだる
さがある人など（24時間対応）
☎（0570）056799

新型コロナウイルス感染
症専用ダイヤル

微熱や軽いせき、感染に不
安のある人（毎日9～21時）
☎（0570）056774

放課後児童クラブの
              入所児童を募集

11月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

　地域の子どもの預かりや送迎など
に熱心に取り組む人たちを見て、子

育てにはたくさんの人の手が必要なのだと実感しました。
自分も大人になるまでに、父や母だけではなくたくさんの
人たちの支えがあったのだろうと思いました。母に子育て
していた時のことを聞くと「近所の人たちとの縁が支えに
なっていた」と話しており、自分も今度は支える側になる
ために小さなことからでも始めようと思いました／土田

■応急手当普通救命講習会
《日時》12月①3日②12日　9時～
《対象》市内在住在勤在学の中学生以上15人
◆小児・乳児への応急手当普通救命講習会
《日時》12月9日　13時30分～
《対象》市内在住在勤在学の中学生以上8人。託児あり（1歳以上3人）。

　心肺蘇生の手順や機器の使い方を学び、
いざという時に備えませんか。

申こども育成課や放課後児童ク
ラブ、市HPなどにある申請書に
必要書類を添え、11月24日～12
月4日（消印有効）に〒243-8511
こども育成課へ。

問救急救命課☎223-9365

もしもの時に大切な命を守る

　いずれも各回180分。消防本部。応急手当の必要性、心肺蘇生法、
自動体外式除細動器（AED）の取り扱いなど。無料。申11月16～25日
に救急救命課へ。抽選。 申■①2041015②1941008◆2041016



人　口世帯数厚木市の人口

中国
揚州市
中国
揚州市

アメリカ合衆国
ニューブリテン市
アメリカ合衆国
ニューブリテン市

韓国
軍浦市
韓国
軍浦市

北海道網走市北海道網走市

秋田県横手市秋田県横手市

沖縄県糸満市沖縄県糸満市

神奈川県厚木市神奈川県厚木市

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱横浜メディアアド☎045-450-1804へ。

2020（令和２)年11月１日 ８

22万3743人（前月比72人減）男11万5709人・女10万8034人10万1098世帯（前月比38世帯増）（10月１日現在）

　秋の柔らかな日差しの中、小川
のほとりを歩いていると目の前を
何かが音もなく横切った。錯覚か
なと思った時、２匹の連結したトン
ボが目の前のミズヒキの茎に止
まった。細い茎が揺れないほど静
かな止まり方だった。
　よく見ると、緑色の輝きが美し

いオオアオイトトンボだった。紅
白模様のミズヒキの花が２匹を温
かく包み込み、まるで結婚式のお
祝いを見ているようだ。
　思わぬ所でトンボの結婚式に立
ち会えて、とても幸せな気持ちに
なった。トンボが安心して暮らせ
る環境であり続けることを願う。

　光沢のある緑色をした美しいトンボで、
大きさ４～５㌢ほど。晩秋の夕方、水辺の樹
皮に産卵するため、木陰のある池などでよ
く見掛ける／あつぎこどもの森公園の小川
で見つけた。� 写真・文/吉田文雄

⃝オオアオイトトンボ⃝
アオイトトンボ科

　1996年に雪まつりの訪問団として、初めて横
手市を訪れました。人の温かさやまちの情景に
魅せられ、以来、毎年訪問しています。水彩画
を描くので、個展も横手市で開き親交を深め、
２004年に横手市長から友好親善大使に任命して
いただきました。今年は感染症の影響で訪問で
きていませんが、知人と連絡を取り合い、再び
会える日を楽しみにしています。

人口 3万4996人　面積 471平方㌔㍍
交流 祭りへの参加、小学生の相互訪問など

人口 ２7万4985人　面積 36.41平方㌔㍍
交流 中学・高校生の相互ホームステイなど

　横手市とは、国内で最も早く友好都市を締結
しました。「東北の小京都」ともいわれる美し
いまちで、豊かな自然が織りなす四季折々の祭
りが開催されています。

人口 8万7777人　面積 69２.8平方㌔㍍
交流 祭りなどへの交流団派遣、子ども会の相
互訪問、マラソン大会への選手団派遣、こども
アート展への参加、物産の相互販売など

コロナ禍でも
交流の灯を絶やさないで

横手市友好親善大使
榊原 勇城さん（83・飯山）

横よ

こ

手て

市

網あ

走ば
し
り

市

軍く

ん

浦ぽ

市

期間 11月18日まで
場所 本厚木駅東口地下道

　横手市35周年、網走・
軍浦市15周年を記念し
た写真展を開催中です。

友好都市写真展

国内３市・海外３市

友好都市と育む絆
　市は、６市と友好都市を締結し、文化・スポーツ・教育など、幅広
い分野で交流してきました。感染症の影響がある中、写真展やオンラ
インなどで交流を続けています。交流の情報は、広報紙や市HPでお
知らせしていきます。� 問企画政策課☎225-2050

15周年

35周年
締結

1985年5月24日

締結
2005年2月5日

人口 6万２２70人　面積 46.63平方㌔㍍
交流 中学生平和学習、スポーツ相互訪問

糸
い と

満
ま ん

市

締結 2018年8月4日

人口 約7万２千人　面積 35.7平方㌔㍍
交流 子どもアート展への参加など

ニューブリテン市

締結 1983年5月31日

人口 約460万人　面積 6634平方㌔㍍
交流 マラソン大会への参加など

揚
よ う

州
しゅう

市

締結 1984年10月23日




